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平成２７年度病床機能報告の結果について 
 
１．機能別の病床数について 
 
平成 27年度の病床機能報告の結果をみると、平成 26年度と比較して、急性期病床が減

り、回復期病床が増えている。また、慢性期病床が減っている。 
 
県全体 

 

 
構想区域別 
 
構想区域別にみると、上五島区域以外のすべての構想区域で、回復期病床が増えている。 

 

 

資料 2 



- 2 - 

 
 

 
 
２．医療機関の種類別の報告状況について 
 
 今年度から、「休棟中、休棟予定、廃止予定」という項目が追加され、全体の 3%程度を
占めている。 

 
 
病院と診療所の区分ごとにみると、診療所において、「休棟中、休棟予定、廃止予定」が

多くなっており、全体の約 11％となっている。 
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病院                  診療所 

 

 
 
病院の一般病床と療養病床の報告状況をみると、一般病床のうち約 81%が高度急性期、

急性期と報告されている。また、療養病床では約 8割が慢性期と報告されている。 
 
一般病床（病院）            療養病床（病院） 

 
 

 

 
 
 


